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139 アメリカ合衆国の発展（2） フロンティアスピリッツ

1848年は、アメリカが「大陸国家」になった年、ゴールドラッシュが始まった年！
１）西部とは？フロンティアとは？ （西武ではない。それは球団も持つわが国の私鉄資本の名。西武蔵の略）

独立13州からみて西にあったので西部と呼ばれた。

西部開拓は、北部やヨーロッパからの【1: 】によって進められた。

西部開拓は、西漸運動（せいぜんうんどう）とも言う。

→アメリカのテレビドラマ『大草原の小さな家』（ローラ=インガルス=ワイルダー 原作）は1870年代から1880年代の開拓

地が舞台で当時の開拓農民の暮らしと価値観が分かる。先住民も登場する。わが国でも放映された。

太 先住民が住む 白人が入植して 大

「未開」の土地 「文明化」された土地
平 西

未開拓地 開拓地

洋 洋

この境界線を

西海岸からのもうひとつの 【2: 】と言う

フロンティア

新規開拓地は人口増で准州として自治政府を設け、州に昇格という手順で合衆国に加わっていった。

フロンティアとは？ 開拓地と未開拓地の境界線または境界地帯、または未開拓地そのものを指す。フロンティアでの数

多くの不確かなサクセスストーリーは、海外の移住希望者を魅了した。これこそ今日なお広く使われるアメリカン・ドリ

ームの原型である。実力主義と未知、未開の地に挑む自主独立の開拓者精神をフロンティア=スピリッツと言い、アメリカ

合衆国国民は現在でもその継承者を自認している。

概ね ≪西部の果たした役割≫

北 部 オハイオ以北 西部は工業の発達した北部 ※ から、農業機械や肥料を「輸入」し、豊

かな国内市場を提供した。西部は穀物を北部に「輸出」した。

農業機械、肥料 穀物 アメリカは1890年頃まで、あたかも「国内に植民地がある」かのよう

な状態だった。 ※「東部」と書いてある教科書・参考書もあるが厳密

西 部 には「北部」が適切であろう。

２）大西洋側からフロンティアが西に進む一方、太平洋側からも、もうひとつのフロンティアが東に進みはじめた。そのきっ

かけは、1848年にカリフォルニアで始まった【3: 】である。1848年の金鉱脈発見により、1849年

には全アメリカ、全世界から一擢千金を夢見る男たちがカリフォルニアにやってきた。彼らを「フォーティーナイナー」

※と呼ぶ。1848年の二月革命以降、ヨーロッパで大きな革命が起きなくなったのは大勢の最もハングリーな人々がカリフ

ォルニアに金鉱掘りに行ってしまったからに違いないと言うjokeもある。日本人ではジョン万次郎が唯一のゴールドラッ

シュ参加者であろう。

※ 「いとしのクレメンタイン」というバラード
には何通りもの歌詞があるが、1946年 のジョン In a cavern, in a canyon,
=フォード監督のアメリカ映画『荒野の決闘』に Excavating for a mine,
使われた英詞を読んで見よう。 dwelt＝lived Dwelt a miner, forty-niner,
（「雪山賛歌」はその替え歌） And his daughter Clementine

1860年前後から、ネヴァダ・コロラドなどでも金・銀の採掘が始まった。

通信・交通網も整備され、1869年には最初の大陸横断鉄道が開通した。

２つのフロンティアが出会って消滅するのは、南北戦争（№140）後の、およそ1890年ごろである。

３）1853年、54年のアメリカ合衆国海軍の【4: 】艦隊の浦賀来航（大統領はフィルモア）はゴールドラッシュと関係

がある。アメリカ・イギリス戦争 1812-14 を機に産業革命を準備中のアメリカは、太平洋で捕鯨をして機械用潤滑油（工業

に不可欠）を得ていた。西海岸を出帆して日本近海まで航海する蒸気船の燃料の石炭と飲料水の補給が必要だった。ゴー

ルドラッシュで西海岸の人口が増え、日本との国交確立が急がれた。イギリスもわが国に自由貿易を強いてくるはずであ

るが、彼らは、インド大反乱などの対応に追われ、日本にまで手が回らなかった。

「涙の踏みわけ道」を歩まされた先住民
１）西部開拓（西漸運動）の進展によって、先住民のおかれている状況は一層悲惨なものとなった。

もともと彼らの多くはアパラチア山脈の豊かな森林地帯の狩猟民であった。

1830年、ジャクソン大統領は、「【5: 】」を制定し、ミシシッピ川以東の先住民をミシシッピ川以西の

不毛な「居留地」に強制移住させた。移住の途上（「涙の踏みわけ道」）でも飢餓と病気で多数の死者を出した。

「居留地」では「文明化」の名のもと英語やヨーロッパ文化を学び、キリスト教を受容させられた。

西部開拓は、「インディアン」にとっては迫害そのものであった！今日のアメリカでは、彼ら先住民の子孫を【6:

】と呼ぶが、1960年代にアメリカの政府機関が使い始めた用語でインディアン側から出たものでは
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ない。「アメリカ=インディアン」と呼ぶのが正しいと思われる。本書では先住民と記している。

２）誇り高き先住民は白人の圧倒的な軍事力に抗して旧式の武器で激しく抵抗した。

カスター将軍 1839-1876 の有名なエピソードは書かざるをえない。彼は先住民と戦った代表的な軍人である。：1876

年６月25日早朝、先住民の野営地を発見したが、その戦力を軽視し、部下の助言も無視して遙かに少数の兵力で

突撃したため225名の直属部隊は全滅した。彼は先住民多数を虐殺しており、恨みをかっていた。これが南北戦争

後のリトルビッグホーンの戦いである。このときの先住民はラコタ族、シャイアン族、アラパホ族からなる1500

名の連合軍であった。

① 1886年９月４日 【7: 】※ 族のジェロニモ、降伏。

先住民に対する殺戮を禁じる命令が出されたとされる。にも拘わらず②が起きた。

②1890年12月29日 【8: 】の虐殺

サウスダコタ州南西部の居留地で無抵抗のスー族多数が、アメリカ合衆国騎兵隊の手で虐殺された。スー族の酋長ビッグ=

フットも殺害された。その数は、先住民側の主張では300人、騎兵隊側の主張では100～150人と食い違っている。発端は「ゴ

ーストダンス」をめぐる誤解であったが、その後は無差別虐殺である。殺戮には機関銃の先祖にあたる「ホッチキス銃」

という速射銃まで使われた。

②をもって先住民の組織的抵抗は終わったとされる。①をもって終わったとする論者もいる。南北戦争後である。

100万人以上と推定された先住民の人口は、1890年には25万人にまで激減した。その後、市民権が与えられ1990年には200
万人に回復した。

※ マクドネル・ダグラス社（現ボーイング）が開発した攻撃ヘリコプターAH-64の愛

称はアパッチ（Apache）。先住民のアパッチ族に由来する。

【参考】映画「ウィンドトーカーズ」（20世紀フォックス社2002年制作）：太平洋戦争

の末期、アメリカ軍は解読作業を必要とせず、しかも日本軍に解読されないように、

アメリカ先住民族の言語を暗号として使い始めた。日本軍もそれを予測していたが、

日本軍が想定したのはスー族の言語。実際にアメリカ軍が採用したのは、更に話者の

少ないナバホ族の言葉だった。主人公ジョー・エンダース（ニコラス・ケイジ）らに

下った命令は「ナバホの暗号を死守せよ。」守る対象は、暗号を操るナバホ族通信兵の

生命ではなく、暗号の秘密そのものだった。

すでに南北戦争の下地が形成されていた
相互に依存して発展してきた北部と南部が対立するようになったのは、【9: 】が進み北部の工業製品の市場が

【10: 】だけでなくなり、黒人奴隷制度の廃止・存続、保護貿易・自由貿易、など以前からあった南北の利害の対立

が顕在化したことである。

北部 商工業者たちは土地に縛られない「自由な労働力」を必要としていた。

工業地帯 経営者たちは、【11: 】の廃止とイギリスとの対抗上

オハイオ以北 【12: 】（「保護貿易」）と国内市場の統一を利益と考えていた。

連邦政府の強化を志向（中央集権主義）、【13: 】支持者が多い。

商工業者、資木家 北部の産業資本家は、工業製品の大輸出国となり、イギリスと並ぶ地位を確保したいと

の要求 思っていた。

西部 開拓農民 西部の開拓農民は北部の工業との相互市場化を求めて南部と対立。

タバコ栽培 ＋【14: 】栽培 ※1 → ヨーロッパ（イギリス）へ輸出

南部 労働力は【15: 】 70万人（1780）→400万人（1860）

黒人奴隷制の拡大と【16: 】を利益とした。

プランテーション （多数の黒人奴隷を使役する大農園をプランテーション ※2 と言う。）

経営者の要求 各州の自治を強化する州権主義を志向、【17: 】支持者が多い。

南部の大農園主は、イギリスなどに原料を輸出し、西欧を支える地域にとどまったほう

がよい（利益が大きい）と考えていた。

※1 1793年、【18: 】（アメリカの発明家）が発明した「綿繰り機」は、綿の繊維から種子を自動的に

分離する機械で、手作業の300倍の能率を持ち、アメリカ南部の綿花栽培を増大させ、イギリスに充分な原綿を供給で

きるようになった。ただし、この発明によってアメリカの産業革命が始まったと書いてある例があるが、それは誤りで

ある。アメリカ合衆国の産業革命は、アメリカ=イギリス戦争（1812-14）で工業技術の自立を余儀なくされ、イギリス

の機械輸出禁止令（1774）が1825年に一部解除、1843年に全面廃止されたことを受けて、南北戦争が展開された1860年

代とするのが多数説。

※2 プランテーション（plantation）は、他の国の例に用いる場合もあるが、もともとはアメリカ南部の黒人奴隷を

使用した大規模な農場を指す言葉。経営者はプランターと言う（植木鉢ではない）。


